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• 検出範囲 ON/OFF 2 系統出力

• 不感帯領域が短い

• 出力モー ド設定可能

• 検出幅レンジ切り替え可能

• 同期機能

• 温度補正

仕様
検出範囲 60 ～ 2000 mm
設定範囲 90 ～ 2000 mm
不感帯領域 0 ～ 60 mm
標準検出体 100 mm x 100 mm
発振周波数 約 175 kHz
応答時間 150 ms
表示
緑 / 赤 2 色 LED
黄 LED A1
黄 LED A2 

電気的仕様　
電源電圧 +UB DC10 ～ 30 V 、リ ッ プル 10 % 以下

無負荷時消費電流 I0 50 mA 以下

入出力
同期入出力端子 入出力双方向
信号電圧 ローレベル : -UB ～ +1 V,

ハイ レベル : +4 V ～ +UB
入力イ ンピーダンス 12 kΩ  以上

パルス幅 100 μs 以上

パルス間隔 2 ms 以上

外部同期信号周期 同時発振モー ド :30Hz 以下、 時差発振モー ド :30Hz/n 以下（n= 接続センサ数）

出力
出力タ イプ NPN ト ラ ンジス タ出力 2 系統、

ノ ーマルオープン / ノ ーマルク ローズ切り替え可能
工場出荷時初期設定 出力 1: 60 ～ 90 mm、 出力 2: 60 ～ 2000 mm まで出力ハイ レベル、

超音波レンジ : 広域
繰返し精度 ± 0.5 % 

定格消費電流 Ie 200 mA、短絡 / 過負荷保護

電圧降下 Ud 2.5 V 以下

応答周波数 f 2.7 Hz 以下

ヒ ステ リ シス H 設定距離の 1 %
温度ド リ フ ト 1% F.S.
適合規格
規格 EN 60947-5-2 準拠

環境条件
動作周囲温度 -25 ～ 70 ºC 
保存周囲温度 -40 ～ 85 ºC 
機械的仕様
保護等級 IP54
接続 V15 コネク タ ( M12 x 1)、 5 ピン

材質
ハウジング ABS( アク リ ロニ ト リル、 ブ タ ジエン、 スチレン共重合合成樹脂）

発振素子 エポキシ樹脂 / グラス フ ァ イバ混入、 発泡ポリ ウレ タ ン
重量 140 g

(NPN ) 
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UB2000-F42S-E7-V15

特長 テ クニカルデータ

接続方法

型番

寸法



超音波センサ UB2000-F42S-E7-V15

アクセサリ

取付ブ ラケ ッ ト

MH04-3505                             MHW 11

コネク タ付ケーブル

V15-G-*M-PUR 　                  V15-W-*M-PUR 　 　 　  

コネク タ付ケーブル型式 長さ

ス ト レー ト

V15-G-2M-PUR
V15-G-5M-PUR
V15-G-10M-PUR

2m
5m

10m

アングル

V15-W-2M-PUR
V15-W-5M-PUR
V15-W-10M-PUR

2m
5m

10m

コネク タ付ケーブル
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通常モー ド

UB2000-F42S-E7-V15 は、 工場出荷時初期設定では以下の動作を し ます。

LED 表示と出力状態

* 2000mm 以上の距離の位置でも若干の範囲で検出体を検出する こ とがあ り ま
す。

最長検出距離は検出体の材質や形状、 周囲環境、 超音波レ ンジ設定、 およびセ
ンサ個体差によ り変わり ます。

通常モー ド では、 各々の LED は次の状態を表示し ます。

緑 LED : 通電時に点灯

黄 LED A1 : 出力 1 の検出設定範囲で検出し た時に点灯

初期設定では、 A1 位置 (60mm) よ り遠 く に検出し た時に点灯

黄 LED A2 : 出力 2 の検出設定範囲で検出し た時に点灯

初期設定では、 A2 位置 (2000mm) よ り遠 く に検出し た時に点灯

赤 LED : 不感帯に検出体がある時、 または検出に失敗し た時に点灯

センサ機能

超音波センサ UB2000-F42S-E7-V15 は以下の設定、 機能を持っています。

① 　 3 点の検出位置設定

② 　 出力スイ ッ チング設定

③ 　 超音波レンジ設定

④ 　 同期機能

①～③は横の A1、 A2 ボタ ンで設定し ます。 ④の同期機能は、 同期入出力端子
から同期信号を取り込み、複数の UB/UC シ リーズの超音波センサの相互干渉に
よる妨害動作を避ける こ とができます。

プログラムモー ド

プログラムモー ド で、 3 点の検出位置 A1 ～ 3、 および出力端子 1、 2 からの出
力信号の選択ができます。

出力設定は 2 つの種類があ り ます。

① 　 A1 / A2 が出力 1 / 出力 2 の切り替わり位置になる。 → 出力モー ド 1 ～ 3
② 　 A1 ～ A2 の範囲で出力 1 が切り替わり、A3 が出力 2 の切り替わり位置にな

る。 → 出力モー ド 4

検出体の位置
緑

LED
赤

LED
黄 LED
 A1

黄 LED 
A2 出力 1 出力 2

0 ～ 60mm 点灯 点灯 消灯 消灯 不定 不定

60 ～ 90mm 点灯 消灯 消灯 消灯 ハイ レベル ハイ レベル

90 ～ 2000mm 点灯 消灯 点灯 消灯 ローレベル ハイ レベル

2000mm ～

最長検出範囲 * 点灯 消灯 点灯 点灯 ローレベル ローレベル

検出範囲外 点灯 消灯 消灯 消灯 ハイ レベル ハイ レベル

1

2

60mm A1 = 90mm A2 = 2000mm
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検出位置の設定

検出位置は A1、 A2、 A3 の 3 つが設定できます。

検出位置 A1、 A2の設定方法

検出位置 A1 は以下の手順で設定し ます。
1. A1 ボタ ンを 2 秒以上長押しする と、 検出位置 A1 設定モー ド にな り ます。
2. 検出体を設定し たい位置に固定し ます。
3. 検出し ている と きは、 黄 LED A1 が点滅し、 検出し ていないと きは、 赤 LED が点滅し ます。
4. A1 ボタ ンを押すと、 検出位置 A1 が設定されます。
� センサ面から 90mm まで、 及び 2000mm を超える検出位置の設定はできません。
� この設定は、 再び設定し直さ ない限り、 電源を切っても記憶されます。
� 検出し ていない状態で A1 ボタ ンを押すと、 検出位置は不定と し て設定されます。

スイ ッ チングポイ ン ト を不定に設定する と きは、 センサ面を手で覆う、 または、 検出範囲に物がない状態にし
て く ださい。

� 信号の出力方法は後述の出力スイ ッ チング設定の中から選択し て く ださい。

� 超音波の感度調整は後述の超音波レンジ設定で行って く ださい。

検出位置 A2 も同様に A2 ボタ ンで設定できます。

検出位置 A3の設定方法

1. A1 と A2 ボタ ンを同時に 2 秒以上長押しする と、 検出位置 A3 設定モー ド にな り ます。

2. 検出体を設定し たい位置に固定し ます。
3. 検出し ている と きは、 黄 LED A1、 A2 が同時に点滅し、 検出し ていないと きは、 赤 LED が点滅し ます。
4. A1 または A2 ボタ ンを押すと、 検出位置 A3 が設定されます。

A1 ボタ ンを押すと、 ハイ レベル設定にな り ます。
A3 よ り離れた範囲で検出時に出力 2 からハイ レベルが出力されます。
A2 ボタ ンを押すと、 ローレベル設定にな り ます。
A3 よ り離れた範囲で検出時に出力 2 から ローレベルが出力されます。

� この設定は、 再び設定し直さ ない限り、 電源を切っても記憶されます。
� 検出し ていない状態で A1 または A2 ボタ ンを押すと、検出位置は不定にな り、A3 は不定と し て設定されます。
� 検出位置 A3 出力モー ド 4 のと きのみ有効です。
注意 ： 検出位置の設定は、 電源投入後 5 分以内に行って く ださい。 5 分を過ぎる と、 設定できな く な り ます。 その場

合は、 再度電源を投入し直し て く ださい。

出力スイ ッ チング設定
1. 電源を切り ます。

2. A1 ボタ ンを押し ながら、 電源を投入し て、 そのまま 1 秒以上 A1 ボタ ンを押し続けます。
3. 緑 LED が 1 ～ 4 回点滅し たあと、 しばら く 消灯し てまた点滅を繰り返し ます。
4. A2 ボタ ンを押すご とに緑 LED の点滅回数が変わっていきます。緑 LED の点滅回数は次の出力モー ド 1 ～ 4 を

表し ます。

出力モー ド 緑 LED 点滅回数 出力端子 スイ ッ チングポイ ン ト 出力形態

モー ド 1
（初期設定）

1 回
出力 1 A1 注 *

出力 2 A2 注 *

モー ド 2 2 回
出力 1 A1 注 **

出力 2 A2 注 **

モー ド 3 3 回
出力 1 A1 注 *

出力 2 A2 注 **

モー ド 4 4 回 出力 1
A1 < A2  注 ***

A1 > A2  注 ****

出力 2
A3( ハイ レベル設定） 注 **

A3( ローレベル設定 ) 注 *
: +65 6779 9091Pepperl+Fuchs Group
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5. A1 ボタ ンを 2 秒以上長押しする と、 設定が記憶され、 通常モー ド に戻り ます。
こ こで、 A1 ボタ ンを押し て、 2 秒以内に離すと、 超音波レンジ設定モー ド に入り ます。

超音波レンジ設定

6. 赤 LED が 1 ～ 3 回点滅し た後、 しばら く 消灯し てまた点滅を繰り返し ます。

7. A2 ボタ ンを押すご とに赤 LED の点滅回数が変わっていきます。 赤 LED の点滅回数は次の超音波レンジモー ド 1 ～ 3
を表し ます。

8. A1 ボタ ンを 2 秒以上長押しする と、 設定が記憶され、 通常モー ド に戻り ます。

こ こで、 A1 ボタ ンを押し て、 2 秒以内に離すと、 出力スイ ッ チング設定モー ド に入り ます。

9. 出力スイ ッ チング設定および超音波レンジ設定モー ドのパラ メ ータは、 A1 ボタ ンを 2 秒以上長押し で一緒に記憶され
ます。

注意 ： 出力スイ ッ チング設定および超音波レンジ設定モー ドは、 5 分以内に行って く だ さい。 5 分を過ぎる と、 変更し た設定
が記憶されずに通常モー ド に自動的に戻り ます。

同期機能

同期入出力端子を持った UB/UC シ リーズ反射型超音波センサは、 相互干渉の影響を抑えるための同期機能を持っています。
同期入出力端子をオープンにする と、 センサ内部の発振周期で単独で動作し ます。 複数のセンサを同期し て使用する場合は
外部同期機能と内部同期機能の 2 通り あ り ます。

外部同期パルス信号を入力する と、 センサはそのパルス信号に連動し て発振し ます。 同期パルス信号は 100 μs 以上のパルス
幅と 2ms 以上の周期が必要です。 センサの発振は、 同期パルス信号の立下り エ ッ ジを ト リ ガーにし ます。 同期入力がローレ
ベルで 1 秒以上経過する と、 センサは非同期の通常モー ド に切り替わり ます。 また、 同期入力にハイ レベルを 1 秒以上入力
する と、 センサの緑 LED が点滅し、 ス タ ンバイモー ド にな り、 出力を保持し ます。 プログラムモー ド では同期機能は動作し
ません。 また、 同期時にはプログラムモー ドは無効にな り ます。

同期機能には以下の 4 種類のモー ドがあ り ます。
1. 内部同期モー ド
   2 ～ 5 台まで、 センサの同期入出力端子を各々接続し ます。 各々のセンサは、 互いに重複し ないタ イ ミ ングで発振し ます。
2. 外部同期同時発振モー ド

複数のセンサの同期入出力端子に 1 つの外部同期信号を入力し ます。 外部同期信号の立下り エ ッ ジを ト リ ガーにし て、 同
時に発振し ます。

3. 外部同期時差発振モー ド
1秒以内の周期の複数のタ イ ミ ングの外部同期信号をグループ分けし た複数のセンサに入力し ます。センサは外部同期信号
を ト リ ガーにし て互いに複合的な重複し ないタ イ ミ ングで発振できます。

4. ス タ ンバイモー ド
同期入力にハイ レベルを 1 秒以上入力する と、 出力を保持し ます。

同期機能を有効にする と、 センサの応答時間は時差発振するセンサの数に比例し ます。

注意 ： 同期機能を使用し ない場合は、 同期入出力端子を 0V に接続するか未接続にし て く だ さい。

超音波レンジモー ド 赤 LED 点滅回数 出力形態

モー ド 1 1 回 狭域

モー ド 2 2 回 標準

モー ド 3 ( 初期設定） 3 回 広域

60 2000mm

60 2000mm

A1 2000mmA2 = 

2000mm60mm
A1 = A2 = 

A2 2000mm

A1 = 
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